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殉死者13名の地蔵塔
（日置市伊集院町・徳重神社）
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黒蕨　壮（くろわらび　そう）
　1951年、鹿児島県阿久根市生まれ、愛知県在住。1984年より彫刻家の堀内正和に師事し、第１回現代日本木
彫フェスティバル（1988）、木の造形旭川大賞展（1996）で大賞。2015年に日本を代表する彫刻賞である平櫛田中
賞を受賞。個展・グループ展での発表多数。主なパブリックコレクションに、北海道立旭川美術館（北海道）、網走
市立美術館（北海道）、神奈川県立近代美術館（神奈川）、清須市はるひ美術館（愛知）、名古屋市美術館（愛
知）、井原市立田中美術館（岡山）、相生森林美術館（徳島）など。本館開館１周年（2001）に行われたレジデンス
事業に参加。2004年からは「高原フェスタ チェンソーアート」の講師・審査・作品制作に参加し、彫刻の普及に多
大な貢献をしている。湧水町ふるさと観光大使。本館コレクション作家。

2020.4.25（土）～ 5.31（日）
協賛　湧水町／湧水町教育委員会

■開園時間　9:00～17:00（入園は 16:30 まで）
■休園日　月曜日（祝日の場合は翌日休園、5/4 は開園、5/7 は休園 )
■入園料　一般 :320（250）円／高大生 :210（160）円／小中生 :150（120）円　　　
　　　　　＊（　）内は 20人以上の団体料金
■その他
　○県内の小・中・高校生で 18歳以下の方は、土・日・祝日のみ入園料が免除されます。
　○県内の 70歳以上の方は、入園料が免除されます。
　　＊いずれも年齢や住所を確認できる書類のご呈示が必要です。
■お問い合せ先　鹿児島県霧島アートの森　電話 0995-74-5945

くろ わらび そう

　幼少期から木彫に慣れ親しんできた黒蕨は、コンピュータ技師と
して働く傍ら木彫を続け、ほぼ独学で現在のスタイルを確立しまし
た。1980年代には全国各地の公募展で大賞を受賞するようになり、
2015年には日本を代表する木彫作家対象の彫刻賞である平櫛田
中賞を受賞するなど、高い評価を得ています。
　本展は、屋内所蔵作品の中でも来館者に特に関心の高い《チョッ
ト休憩》（1985）を含む初期の作品から新作までを展示し、表現の連
関から垣間見える黒蕨の活動の主題に触れるものとなるでしょう。 《チョット休憩》（1985）

《あの手・この手》（部分）2009-2010（撮影 福岡栄）《草食男子 クワガタ》2016（撮影 福岡栄）
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３
月
１
日
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
し
た

第
15
回
湧
水
町
生
涯
学
習
推
進
大
会
に
つ
い

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防

対
策
の
た
め
、
中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。

被
表
彰
者
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
大
会
に

向
け
て
色
々
と
御
配
慮
い
た
だ
き
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

中
止
に
な
っ
た
こ
と
は
、
誠
に
残
念
で
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
御
理
解
と
御
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
被
表
彰
者
の
小
・
中
学
生
に
つ
い

て
は
、
学
校
を
通
じ
て
表
彰
伝
達
を
行
い
、

高
校
生
と
一
般
の
方
々
に
は
御
自
宅
に
直
接

表
彰
状
を
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
、
教
育
委
員
会
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た

方
々
は
記
載
の
と
お
り
で
す
。

●
一
般
表
彰
　
個
人
の
部

【
湧
水
町
豊
祭
相
撲
大
会
部
門
】

・
有
浦
　
雄
蔵　
　
　

（
東
中
下
場
地
区
） 

・
大
山
　
勇
美　
　
　
　
　

（
北
方
地
区
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
部
門
】

・
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
さ
ん
り
ん
し
ゃ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
轟
地
区
）

【
地
区
公
民
館
活
動
部
門
】

・
有
田
　
洋
一　
　
　
　
　

（
鶴
丸
地
区
）

・
久
美
田
　
広
之　

         

（
上
場
地
区
）

・
寺
西
　
一
二
美　
　
　

（
西
下
場
地
区
）

【
高
齢
者
活
動
部
門
】

・
下
北
方
長
寿
会　
　
　
　

（
北
方
地
区
）

・
丸
田
　
ヨ
シ
エ　
　
　
　

（
老
竹
地
区
）

・
東
上
床
美
津
子　
　
　
　

（
老
竹
地
区
）

・
尾
山
　
リ
ツ
子　
　
　
　

（
長
谷
地
区
）

・
神
應
寺
マ
サ
エ　
　
　
　

（
長
谷
地
区
）

・
水
溜
　
昌
代　
　
　
　
　

（
長
谷
地
区
）

【
交
通
安
全
活
動
部
門
】

・
大
平
　
孝
行　
　
　
　

（
中
津
川
地
区
）

・
山
下
　
幸
治　
　
　
　

（
停
車
場
地
区
）

●
青
少
年
表
彰
部
門
　
（
団
体
の
部
）

・
栗
野
中
学
校
音
楽
部

・
栗
野
中
学
校
剣
道
部

・
勝
栗
道
場

●
青
少
年
表
彰
部
門
　
（
個
人
の
部
）

【
文
化
部
門
】

歯
・
口
の
健
康
に
関
す
る

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
幼
稚
園
の
部

・
橋
元
　
光
大　

（
吉
松
幼
稚
園
年
中
組
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会　

中
学
生
の
部

・
田
代
　
宗
伸　
　
　
　

（
栗
野
中
２
年
）

愛
鳥
週
間
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

・
前
田
　
ひ
な
は　
　
　

（
吉
松
中
２
年
）

無
形
文
化
財
「
四
部
落
太
鼓
踊
り
」
保
存
伝

承
活
動

・
米
永
　
滉
大　
　
　
　

（
吉
松
小
６
年
）

・
本
田
　
遥
斗
（
加
治
木
工
業
高
校
１
年
）

【
ス
ポ
ー
ツ
部
門
】

第
39
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

空
手
道
交
流
大
会

・
野
口
　
太
雅　
　
　
　

（
吉
松
小
４
年
）

第
16
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会

・
中
水
流
　
快
晴　
　
　

（
栗
野
小
５
年
）

・
立
野
　
駿
介　
　
　
　

（
栗
野
小
５
年
）

・
中
水
流
　
春
矢　

（
大
口
中
央
中
１
年
）

第
６
回
全
九
州
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会

第
39
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

空
手
道
選
手
権
大
会

・
川
本
　
悠
布　

         

（
栗
野
小
６
年
）

第
６
回
全
九
州
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会

第
39
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

空
手
道
選
手
権
大
会

第
19
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会

・
池
田
　
圭
孝　
　
　
　

（
栗
野
小
５
年
）

・
柿
木
　
史
翔　
　
　
　

（
吉
松
小
６
年
）

・
野
口
　
藍
加            

（
吉
松
小
６
年
）

第
29
回
全
九
州
中
学
生
選
抜
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
19
回
全
日
本
中
学
生
男
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

・
菱
刈
　
嵩
琉　
　
　
　

（
吉
松
中
２
年
）

第
47
回
九
州
中
学
校
相
撲
競
技
大
会

・
丸
山
　
旺
真　
　
　
　

（
吉
松
中
３
年
）

第
14
回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗

少
年
剣
道
優
勝
大
会

第
49
回
九
州
中
学
校
剣
道
競
技
大
会

第
49
回
全
国
中
学
校
剣
道
大
会

・
有
田
　
こ
こ
ろ　
　
　

（
吉
松
中
３
年
）

文
部
科
学
大
臣
杯

全
日
本
少
年
春
季
軟
式
野
球
大
会

・
永
野
　
翔
人　
　
　

（
育
英
館
中
１
年
）

九
州
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

全
国
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

・
村
口
　
未
祐
（
神
村
学
園
中
等
部
２
年
）

第
36
回
九
州
高
等
学
校
選
抜
剣
道
大
会

第
29
回
全
国
高
等
学
校
剣
道
選
抜
大
会

・
二
渡
　
舞
琴　
　
　

（
樟
南
高
校
１
年
） 

全
国
高
等
学
校
体
育
大
会
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会

・
川
島
　
空
来　

（
国
分
中
央
高
校
１
年
）

第
29
回
九
州
高
等
学
校
ク
ラ
ブ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

・
菱
刈
　
翔
貴
（
加
治
木
工
業
高
校
１
年
）

全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

第
74
回
国
民
体
育
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

・
古
川
　
琴
美
（
鹿
児
島
南
高
等
学
校
１
年
）

全
国
知
的
障
害
特
別
支
援
学
校
高
等
部

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

・
福
原
　
碧
人

（
鹿
児
島
高
等
学
校
特
別
支
援
学
校
２
年
）

第
39
回
全
九
州
高
等
学
校
空
手
道
新
人
大
会

第
39
回
全
国
高
等
学
校
空
手
道
選
抜
大
会

・
老
谷
　
木
里
（
鹿
児
島
第
一
高
等
学
校
２
年
）

第
29
回
九
州
高
等
学
校ソフ

ト
ボ
ー
ル
競
技
大
会

・
稲
本
　
夢
生
（
加
治
木
工
業
高
校
２
年
）

・
德
永
　
雷
門
（
加
治
木
工
業
高
校
３
年
）

全
九
州
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
出
場

日
・
韓
・
中
ジ
ュ
ニ
ア
交
流ハン

ド
ボ
ー
ル
大
会

・
川
島
　
芽
依
（
鹿
児
島
南
高
等
学
校
３
年
）

全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

・
古
川
　
李
依
（
鹿
児
島
南
高
等
学
校
３
年
）

第
66
回
全
九
州
高
等
学
校
剣
道
大
会

・
有
田
　
澄　
　
　
　

（
樟
南
高
校
３
年
）

全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
校
選
手
権

・
田
中
　
皓
盛
（
鹿
児
島
工
業
高
校
３
年
）

第
21
回
全
国
水
産
・
海
洋
高
等
学
校

カ
ッ
タ
ー
レ
ー
ス
大
会

・
北
原
　
勇
樹
（
鹿
児
島
水
産
高
校
３
年
）

●
表
彰
伝
達

地
域
貢
献
活
動
表
彰

・
吉
松
自
然
を
考
え
る
会                  

令
和
元
年
度
姶
良
・
伊
佐
地
区

社
会
教
育
振
興
会
表
彰

・
古
川
　
重
郎　
　
　
　
　

（
鶴
丸
地
区
）

九
州
地
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労
者
表
彰

・
園
田
　
富
子　
　
　
　
　

（
轟
地
区
）

鹿
児
島
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労
者
表
彰　

・
丸
山
　
良
二　
　
　
　

（
上
川
西
地
区
）

・
植
林
　
伸
洋　
　
　
　
　
　

（
轟
地
区
）

・
浜
田
　
昭
二　
　
　
　

（
西
下
場
地
区
）

教
育
委
員
会
表
彰
（
敬
称
略
）

〝
人
輝
く
「
ふ
る
さ
と
湧
水
」
の
創
造
　

～
と
も
に
学
び　
活
か
す　
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
～

第
15
回
湧
水
町
生
涯
学
習
推
進
大
会
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令和２年度　国民健康保険税率等の改正について
　国民健康保険事業は，平成３０年度から都道府県が財政運営の責任主体となり，安定的な
財政運営や効率的な事業確保を担い，制度を安定化させています。そして，市町村は，共同
保険者として，税の賦課・徴収や資格管理，保健事業など地域におけるきめ細かい事業を引
き続き担い業務を行なっています。
　鹿児島県の事業運営の基本となる「鹿児島県国民健康保険運営方針（平成２９年策定)」
では，県が事業費納付金や事業実施に係る経費を賄うために必要な標準保険税率を設定し，
目標とする収納額を確保することにより，市町村国保特別会計の収支が均衡されることを原
則としています。
　このようなことから，被保険者からの税負担等に配慮しながら，「鹿児島県国民健康保険
運営方針」に基づき，税率改正を行いました。
　国民健康保険財政の厳しい状況をご理解いただき，加入者の皆さんが安心して医療を受けられるよう，
ご協力をお願いいたします。また，町が実施する特定健診の受診もお願いします。

国民健康保険税は，加入者１人ひとりの前年所得に応じて計算され，世帯で合算して，世帯主（納税義
務者）に賦課されます。主に加入者の方が病気やケガをした際の医療費に充てられます。

国
保
税
改
正
の
お
知
ら
せ

●医療分　①～③の合計で，すべての国保加入者に課税されます。
区　　分 平成31年度(改正前) 令和２年度(改正後)
所 得 割 額 ①前年中の総所得金額等から３３万円

　を控除した額の 　　７．５％ ８．４%

均 等 割 額 ②加入者１人あたり ３０，６００円 ３４，７００円
平 等 割 額 ③加入者１世帯あたり ２１，３００円 ２４，０００円
賦課限度額 ①～③の世帯合計限度額 ６１万円 ６３万円

●後期高齢者支援金等分　①～③の合計で，すべての国保加入者に課税されます。
区　　分 平成31年度(改正前) 令和２年度(改正後)
所 得 割 額 ①前年中の総所得金額等から３３万円

　を控除した額の 　２．６％ ２．５%

均 等 割 額 ②加入者１人あたり １０，５００円 １０，２００円
平 等 割 額 ③加入者１世帯あたり ７，４００円 ７，１００円
賦課限度額 ①～③の世帯合計限度額 １９万円 １９万円

●介護分　①～③の合計で，４０歳から６５歳未満の国保加入者に課税されます。
区　　分 平成31年度(改正前) 令和２年度(改正後)
所 得 割 額 ①前年中の総所得金額等から３３万円

　を控除した額の ２．２％ ２．４%

均 等 割 額 ②加入者１人あたり １１，６００円 １２，４００円
平 等 割 額 ③加入者１世帯あたり ５，７００円 ６，４００円
賦課限度額 ①～③の世帯合計限度額 　　１６万円 １７万円
※記載されている金額は，全て１年間の保険税額（年税額）です。年度途中での加入や脱退の
　場合は月割で調整されます。

◎現在，次のような状態に該当される方は，変更手続きを行ってください。
「会社等を辞めて健康保険証のない方」　　　→　　加入手続き　（必要書類：　資格喪失証明書）
「会社に就職し，社会保険証をお持ちの方」　→　　喪失手続き　（必要書類：　社会保険証）
　必要な書類と印鑑をもって，健康増進課・地域総務課で手続きを行ってください。
　健康保険に異動がある場合は，異動があってから１４日以内に届出が必要となります。

問合せ先 栗野庁舎　住民税務課　℡　０９９５－７４－３１１１　（内線2143）
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湧水町農畜産物開発加工センターご利用案内
農畜産物加工センターは，湧水町の農畜産物の付加価値を高めた加工品を開発・販売し、地場産
業の振興及び地域の活性化を図るための加工施設です。
みそや豆腐・お菓子などの加工品作りに興味があり，試作や販売をしてみたい，という方はぜひ
ご利用ください！

○利用可能時間
　　平日 8：30 ～ １７：００（休館日：土日・祝日、12/28 ～ 1/3）

○利用条件
　　施設利用については，※①団体での利用とし，あらかじめ町に登録を行い，
　施設の※②「年間利用計画書」を提出していただく必要があります。
　　※①団体を作り町に登録するか，既存のグループ（下記参照）に加入して
　　　いただくかの 2 パターンの方法があります。
　　※②年間利用計画書については役場で準備します。

○利用金額
　1 時間あたり 323 円

○主な機械

〈その他機械類〉
真空包装機，食品乾燥機，製こうじ機，ミキサー，冷凍・冷蔵庫，圧力釜，瓶洗機，３連コンロ  等

♪加工センターご利用団体のご紹介♪
＊ 加工グループ ＊

活動人数：４名
活動日数：５～10日/月（月により変動します）
加工品目：豆腐，みそ，ふくれ菓子，
　　　　　焼き肉のタレ等

～メッセージ～
お料理好きのメンバーが集まったグループで和
気あいあいと活動しています。現在，メンバーを
募集しており，興味のある方はどなたでも大歓迎
ですので，お気軽にお尋ねください♪

＊ うちげのごはん ＊
活動人数：５名
活動日数：６～10日/月（月により変動します）
加工品目：もち，焼菓子，つけもの，みそ，
　　　　　茶の粉末加工等

～メッセージ～
　私たちは有機農業生産者のグループです。農作
物の生産から加工品の試作・開発，販売まで，楽し
く取り組んでいます！

加工センターのご紹介

日中にお時間のある方，料理好きだけど加工用機械をもっていない…という方は，
この機会にぜひ当施設をご利用してみませんか。

加工施設の見学も随時受け付けています。
ご不明な点などありましたら，お気軽にお
問合せください♪

問合せ先 産業振興課　℡　７４－３１１１　（内線2241）

豆すり機 動力ミンチ オーブン

蒸気釜 蒸し器
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就学援助（要保護・準要保護児童生徒就学援助費）制度のお知らせ
　小中学校の児童生徒の就学で経済的にお困りの保護者に対し，学用品費や学校
給食費などの一部を援助しています。
　
1：対象者
　①生活保護受給世帯
　②生活保護が停止または廃止となった世帯
　③町民税非課税世帯
　④児童扶養手当受給世帯で町民税所得割非課税世帯

2：援助の種類と支給額
区　　　　分 小　学　校 中　学　校

学用品費 11,420円 22,320円

通学用品費（２学年以上） 2,230円 2,230円

新入学児童生徒学用品費（１学年対象） 40,600円 47,400円

校外活動費（宿泊を伴わない） 1,570円 2,270円

修学旅行費 実費の２分の１ 実費の２分の１

学校給食費 実費の１０分の８ 実費の１０分の８

医療費 実　費 実　費

※医療費は学校保健安全法施行令第８条に定める疾病（う歯，結膜炎など）で，学校からの指
示に基づき治療を行った経費が対象となります。

※生活保護受給世帯は修学旅行費，医療費のみの支給となり，その他の費目は生活保護費から
支給されます。なお，申請の手続き等の必要はありません。

3：申請手続き
　申請書は４月に各小中学校より各家庭へ配布されますので確認方お願いします。なお，家
庭状況の変化などの理由により年度途中でも申請ができます。

4：その他
　小中学校の特別支援学級に在籍する児童生徒の保護者に対して，世帯の所得に応じて学用
品費や学校給食費などの「特別支援教育就学奨励費」の支給を行っています。なお，申請手
続きについては教育委員会管理課より別途お知らせいたします。

※就学援助と特別支援教育就学奨励費は就学援助が優先されます。

問合せ先 湧水町教育委員会　教育総務課　℡　７５－２１４２（内線３２０６）



問合せ先 湧水町役場　長寿福祉課　℡7 ４－３１１１（内線３１２７）

令和２年度 湧水町医療介護保育従事者奨学生募集要領
貸与金額　　　月額　３５，０００円以内

＊償還は無利子，償還期間は高等学校６年以内，大学生８年以内、高等学校，大学，大学院，
養成所，養成施設を通じての奨学生は１０年以内とします。

　なお,償還開始は学校を卒業した日から6月を経過した日の属する月の翌月からの償還となり
ます。

返還の免除　　学校等卒業後，町内の医療・介護・保育等の施設に雇用され，貸与期間に１年を加えた期間
従事すると，申請により，奨学金の償還は免除されます。

申請書類　　　⑴申請書
　　　　　　　⑵世帯調書
　　　　　　　⑶在校証明書等・・・学校長等の証明が必要
　　　　　　　⑷世帯課税証明書
　　　　　　　　※税務課（栗野庁舎）又は地域総務課（吉松庁舎）で発行
　　　　　　　　※世帯員の収入額及び所得額がわかる証明書です
申込期間　　　令和２年４月１日（水）～令和２年９月３０日（水）まで
貸付者の決定　申込者の中から，町の条例に基づき６月末までには決定いたします。なお，決定後は誓約書

等を提出していただくことになりますが，誓約書等提出の際，連帯保証人の印鑑証明書の添
付が必要となりますのでご了承ください。
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湧水町青年団 団員募集！
湧水町青年団では新規団員の募集を行っております。

町内にお住みの若い方は湧水町青年団に参加してみませんか？

湧水町はつまんないと思っていませんか？
もっとこんなイベントがあったらいいのにって思っていませんか？
若い力を持て余してはいませんか？
湧水町青年団に参加し，一緒に湧水町をもっと楽しい町にして行きましょう！！

【問合せ先】　湧水町青年団　肱岡　直樹　（携帯　080-3225-6566）

よくある質問　Q&A
Q.『湧水町青年団って何？』　　　 A．湧水町を盛り上げたい若者の集まりです

Q.『どんな人が入っているの？』 　A．湧水町内に在住の18～30前半が主なメンバーです

Q.『何をしているの？』　　　　　 A．イベントの企画や他市町村の青年団との交流

Q.『楽しい？』　　　　　　　　　 A．楽しい!!
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＊ソフィア・ラーダーの国際交流日記＊

　アメリカのバーフード
　日本の居酒屋はお酒だけではなく，美味しい料理もありますね。アメリカのバーもおつまみや定番メ
ニューがあります。お酒に合う揚げ物や新鮮な野菜などが人気です。今回はアメリカのバーでの人気料
理を紹介します。
ホットウイング：辛い揚げ手羽先。骨なしのチキンも大人気です。セロリーはホットウイングの付け合
　　　　　　　　わせです。辛さを和らげるブルー
チーズドレッシングをかけて食べる人も多いです。
モッツァレラスティック：パン粉とイタリアンシー
　　　　　　ズニングで包んで揚げたチーズです。
　　　　　　トマトの煮ものと一緒に食べます。
ポテトスキン：じゃがいもを半分に切って、中身を
　　　　　くり抜き皮をこんがり焼いたものです。
　　　　　チェダーチーズをのせて溶けるまで焼き
　　　　　ます。ベーコン，万能ねぎ，サワーク
　　　　　リームをトッピングして完成。
インターネット上で日本語のレシピがいっぱいあり
ますので、是非試してみてください。

Jesse's News Letter第18回
「Mischief and Mystery」: 「エイプリルフール」と「デジャヴ」

　皆さん，こんにちは！４月がやってきました。そして，エイプリルフールの伝統に伴って，いた
ずらな気分です！
　エイプリルフールの正確な起源は不明ですが，世界中の人々が友人や家族にいたずらや冗談を
言って祝います。
　エイプリルフールでのいたずらの好例としては，たくさんの風船で部屋を埋め尽くす，机の上を
付箋紙だらけにする，ゼラチンで偽物のジュースを作って人を驚かすなどです。もう一つの例とし
ては，誰かに「Déjàvu（デジャヴ）」を感じさせるために，同じことを何度も何度も繰り返すこと
です。「Déjàvu」は，フランス語で「すでに見た」という意味で，自分が未体験の出来事でも，す
でに体験しているような感覚（既視感）に陥ることです。
　いたずらの後には，いたずらをした相手に「April Fools!」と言うのがお決まりです。エイプリ
ルフールのいたずらは通常４月１日に行われますが，４月中旬頃でも，いたずらや冗談をすること
があります。エイプリルフールで最も重要なポイントは，みんなが「楽しい時間を過ごす」ことで
す。エイプリルフールのいたずらや冗談の目的は，面白おかしくみんなを笑わせることなので，意
地悪な気分になったり，悪意のある冗談をしたり
することはありません。
　最後に，今月湧水町がもう一人のALT を迎える
ことを聞いて，とても興奮しています。
　それは，私の双子の兄弟ジェイソン！上の写真
は二人で撮った写真です。私は彼が湧水町で素晴
らしい時間を過ごすことを信じています。彼に
成り代わって，「これからよろしくお願いしま
す！」そして，大事なことを言い忘れていました
…「April Fools!」
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くりの図書館に行こう！

開館時間：午前１０時～午後６時（毎週金曜日は午後 7 時まで）
休 館 日：毎週月曜日，祝日（こどもの日，海の日，文化の日を除く），毎月第４木曜日
問合せ先：くりの図書館　℡７４－１８２１

　10月に行われる鹿児島国体を応援するため，特別展示
コーナーを設けました。湧水町の轟の瀬はカヌーの競技
会場となっています。応援に行かれる前にカヌーについ
て調べてみませんか？カヌー競技に関する本など展示し
ていますので，ぜひご利用
ください。

　引越し等で住所を変更された方は，図書利用者カード
の登録変更手続きが必要です。新しい住所が分かる書類
（免許証や保険証等）をお持ちください。手続きは簡単
ですので，図書館スタッフにお声かけください。

　子どもたちにもっと本を，もっと本を読む場所をとの願
いから，「こどもの読書週間」は１９５９年（昭和３４
年）に誕生しました。
　幼少のときから書物に親しみ，読書の喜びや楽しみを知
り，ものごとを正しく判断する力をつけておくことが，子
どもたちにとってどんなに大切なことか…。
　子どもに読書を勧めるだけでなく，大人にとっても子ど
もの読書の大切さを考えるとき，それが「こどもの読書週
間」です。（読書推進運動協議会ＨＰより抜粋）

　  国体を応援しています！！

　  住所変更はありませんか？

こどもの日は図書館へ！
おはなし会を行います

吉松幼稚園のみんながやってきた♪

日時　５月５日（火）
　　　１４:００～

場所 　図書館
　　　 おはなしコーナー

　 2月28日，吉松幼稚園
の園児が，お別れ遠足
で来館しました。
それぞれ好きな本を読
んだり，絵本の読みき
かせを聞いたりして楽
しく過ごしました。

　 ３月にお別れ遠足を予
定していた保育園・小学校の皆さん。今回は，コ
ロナウイルス感染予防対策で中止になってしまい
ましたが，次のご利用をお待ちしています。

電話番号の
変更もお知らせ

ください

4月23日～5月12日
こどもの読書週間

今年の標語
出会えたね。とびっきりの一冊に。

4月は読書に親しむ月
4月2日　国際子どもの本の日
　　　　（アンデルセンの誕生日）
4月23日  こども読書の日
4月30日  図書館記念日

　おはなし会の後は，カブトの折り紙も作りま
す。ぜひお友だちも誘って遊びに来てください。

2019年度　くりの図書館で
借りられた本ベスト3を紹介します！

一般 児童の部

1 1

2
2

3

3
4

日本国紀
百田尚樹/著　
幻冬舎

すみっコ
ぐらし
主婦と生活社/編
主婦と生活社

深海の
サバイバル
ｺﾞﾑﾄﾞﾘco/文
朝日新聞出版

ロボット
世界の
サバイバル
金　政郁/文
朝日新聞出版

影の子
デヴィッドヤング/著
早川書房

俳句の
花図鑑
復本一郎/監修　
成美堂出版

俳句
歳時記
角川書店/編
角川書店

季節の絵本や紙しばいを
みんなで楽しみましょう。
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令
和
２
年

湧
水
町

自
衛
隊
入
隊
者
壮
行
会

　

本
町
に
は
、
陸
上
自
衛
隊
霧
島
演
習

場
が
あ
り
、
私
た
ち
の
国
を
防
衛
す
る

こ
と
を
主
た
る
任
務
と
す
る
自
衛
隊
と

は
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
本
町
か
ら
１
名
、
自
衛
隊

に
入
隊
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
３
月
17

日
に
町
自
衛
隊
家
族
会
と
町
自
衛
隊
協

力
会
の
主
催
に
よ
る
自
衛
隊
入
隊
者
壮

行
会
が
栗
野
庁
舎
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
入
隊
さ
れ
た
方
は
、
航
空
自
衛

隊
自
衛
官
候
補
生
を
志
願
さ
れ
た
、
北

方
地
区
の
上か

み
さ
か
も
と

坂
元
大だ
い
き稀
さ
ん
で
壮
行
会

で
の
決
意
表
明
の
中
で
「
立
派
な
自
衛

官
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
厳
し
い
訓
練
を
経
て
、
さ

ら
に
頼
も
し
く
成
長
し
て
い
か
れ
ま
す
。

　

日
本
の
防
衛
を
担
う
一
員
と
し
て
、

先
輩
方
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
仲
間

と
と
も
に
助
け
合
い
、
一
人
前
の
自
衛

官
に
な
れ
る
よ
う
に
努
め
て
、
将
来
、

国
防
及
び
国
際
平
和
の
た
め
、
各
方
面

で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

自衛官候補生・一般曹候補生・
幹部候補生募集中!!
　平成２９年１０月から自衛官採用上限年齢が２７歳未満から３３歳
未満へ引き上げられました！！多くの仲間たちと共に国防や災害救助
に尽力する熱い自衛官を目指す候補生を募集します！！
●令和2年度自衛官候補生

応募資格 受付期間 試験期日 試験会場
採用予定月の1日現在で
18歳以上33歳未満

令和2年3月1日(日）
～5月13日(水） 令和2年5月23日(土） 国分駐屯地

●令和2年度一般曹候補生
応募資格 受付期間 試験期日 試験会場

採用予定月の1日現在で
18歳以上33歳未満

令和2年3月1日(日）
～5月15日(金） 令和2年5月23日(土） 国分駐屯地

●令和2年度幹部候補生
応募資格 受付期間 試験期日 試験会場

採用予定月の1日現在で
18歳以上33歳未満

令和2年3月1日(日）
～5月1日(金）

令和2年5月9日(土）
　　　　10日（日） 国分駐屯地

問い合わせ先　自衛隊鹿児島地方協力本部　国分地域事務所
　　　　　　　TEL　０９９５－４５－１８３６
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短
　
　
歌

鈴
な
り
の
蜜
柑
は
朝
の
陽
を
集
め
い
び
つ
な
る
一
つ
も
輝
や
い
て
い
る　
　
　
　
　

﨑
田　

ユ
ミ

母
が
逝
き
姉
は
る
か
逝
き
父
の
手
に
贈
く
れ
し
も
の
百
歳
の
春　
　
　
　
　
　
　
　

笹
田
て
い
子

休
耕
田
春
の
息
吹
き
が
見
え
て
来
た
頭
も
た
げ
て
ほ
と
け
の
ざ
青　
　
　
　
　
　
　

中
村　

綾
子

て
げ
て
げ
で
良
か
と
亡
母
は
教
え
た
り
ぜ
ー
ん
ぶ
良
か
ご
ち
ゃ
い
き
ゃ
せ
ん
と　
　

坂
元　

美
子

ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
草
取
る
手
下
で
目
が
合
い
し
話
し
か
け
て
は
セ
ン
チ
ュ
ウ
与
う　
　

今
西　

麗
子

土
を
撥
ね
新
芽
ふ
く
ら
む
福
寿
草
花
芯
は
光
を
恋
ひ
ゐ
る
ご
と
し　
　
　
　
　
　
　

榎
木
志
津
代

「
あ
り
が
と
う
」
こ
の
一
言
で
頑
張
れ
た
言
葉
の
力
姑
の
介
護　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

静
子

亡
き
夫
の
友
達
か
ら
の
声
援
に
心
温
も
り
夫
に
感
謝
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
村
美
代
子

交
流
と
歓
声
消
え
し
コ
ロ
ナ
菌
気
遣
う
通
院
不
安
う
せ
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
村
と
し
子

大
正
と
昭
和
を
生
き
て
平
成
も
令
和
も
生
き
て
百
ま
で
生
き
る　
　
　
　
　
　
　
　

久
保　

隆
雄

　
川
　
　
柳

長
生
は
遺
伝
で
す
ね
と
答
う
老
婆　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
田
シ
ゲ
子

　
俳
　
　
句

ワ
イ
パ
ー
が
描
く
半
円
黄こ
う
さ
い
ろ

砂
色　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
園
ら
ん
子

　

薩
摩
狂
句 

（
唱
）
福
田
三
四
五  

皹あ
っ
が
れが
早
よ
暖ぬ

く
な
れ
ち
傷く
口
ち
ょ
開あ

け
っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ょ
っ
し
も
た

　
（
唱
）　

黙だ
ま

れ
ち
膏こ

や薬
く
貼
っ
て
ん
投ぼ
っ

じ
ゃ

御ま

ま飯
！
ち
鳴
っ
大う

ぐ

れ
食
漢
ネ
コ
か
あ
起
こ
さ
れ
っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

店
ん
幸さ
っ

ち
ゃ
ん

　
（
唱
）　

後あ
と

あ
猫サ

ラ皿
ず
い
先さ

き
走
い
着ち

っ

何な

ゆ
す
い
も
コ
ロ
ナ
が
頭び
ん

て
こ
び
い
付ち

っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
総が
ん
ぶ
い

入
歯

　
（
唱
）　

見
え
ん
敵て
っ

か
あ
護ま

も身
ろ
ち
大う

そ

ど
騒
動

花か
ふ
ん
し
ょ

粉
症
で
花
も
嗅か

ず
ま
じ
夏な
っ

が
来き

っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ょ
っ
し
も
た

　
（
唱
）
マ
ス
ク
も
売き

れ切
っ
ば
っ
た
い
な
ら
ん

「
竹
ん
子
ん
煮
し
め
ん
季き

せ節
ち
な
い
も
し
た
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

店
ん
幸さ
っ

ち
ゃ
ん

　
（
唱
）　

料じ

ゅ理
っ
た
匂に

え
ず
い
絵え

葉は

が書
き
添そ

え
っ ・

こ
の
「
ゆ
う
す
い
文
芸
」
コ
ー
ナ
ー
に
句
を
掲
載
し
た
い

方
は
、
毎
月
15
日
ま
で
に
栗
野
中
央
公
民
館
ま
で
お
届
け

く
だ
さ
い
。

　平成２２年３月末で閉校した栗野工業高等学校跡地への企業進出に伴い，栗野工業高等学校卒業
生で組織される鹿児島県立栗野工業高等学校同窓会（同窓会長：有浦　雄蔵氏）主催による「栗野
工業高等学校　惜別の会」が令和２年３月２０日に開催され，進出企業であるＭＥＣ Ｉｎｄｕｓｔ
ｒｙ株式会社（三菱地所株式会社）の協力のもと，同校卒業生など総勢４０名ほどが参加されまし
た。
　当日は，校内に設置されている「亡師亡友の碑，校訓碑，開校記念碑」の遷座祭を執り行ったあ
とに武道館にて惜別の会が行われました。会場には開校から閉校までの写真パネルが設置され，参
加者も思い出話で盛り上がっていました。

思い出をありがとう
栗野工業高等学校　惜別の会
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[ 退職 ]　　　　　　　　　　　　　   　　令和 2 年 3 月 31 日付
NO 発令事項 氏       名 課  名 職  名
1 定年退職 福 吉 　 康 祐 総 務 課 参 事
2 定年退職 宮 田 　 幸 雄 長 寿 福 祉 課 参 事

[ 総務課・選挙管理委員会 ]　　　　　  　　令和 2 年 4 月 1 日付
NO 新　職　名 氏       名 旧　課  名 旧　職  名
1 行政改革特命参事 濵 﨑 　 浩 臣 産 業 振 興 課 産 業 振 興 課 長

2
総 務 課 長 補 佐
兼 職 員 係 長
選挙管理委員会書記次長

髙 城 　 章
総 務 課
選 挙 管 理 委 員 会

総 務 課 長 補 佐
兼 職 員 係 長
兼 住 宅 係 長
選挙管理委員会書記次長

3 住 宅 係 長 西 元 　 弾 建 設 課 農 村 整 備 係 長
4 主 査 深 瀬 　 奈 理 子 健 康 増 進 課 主 査

5
主 査
選挙管理委員会書記

園 田 　 剛 正 総 務 課 主 査
（県総務部市町村課税政係派遣）

6 主 査 長 野 　 祐 一 新規採用
[ 企画財政課 ]
NO 新　職　名 氏       名 旧　課  名 旧　職  名

1 電 算 管 財 係 長 深 草 　 誠 企 画 財 政 課
電 算 管 財 係 長
兼 総 務 課

2 主 任 永 吉 　 香 総 務 課 主 任
[ 住民税務課 ]
NO 新　職　名 氏       名 旧　課  名 旧　職  名

1
住 民 税 務 課 長 補 佐
兼 管 理 収 納 係 長

寺 園 　 浩 二 産 業 振 興 課
産 業 振 興 課 長 補 佐
兼 農 政 係 長

2
住 民 税 務 課 長 補 佐
兼 環 境 衛 生 係 長

前 田 　 一 志 住 民 税 務 課 住 民 税 務 課 長 補 佐
（ 伊 佐 北 姶 良 環 境 管 理 組 合 派 遣 ）

3 住民税務課長補佐
（伊佐北姶良環境管理組合派遣）

迫 間 　 裕 二 住 民 税 務 課
主 幹
兼 管 理 収 納 係 長

4 国保住民税係長 坂 口 　 愛 子 長 寿 福 祉 課 介 護 保 険 係 長
5 主 査 藤 山 　 瑠 衣 総 務 課 主 査
6 主 任 中 村 　 弥 生 総 務 課 主 任

[ 長寿福祉課 ]  
NO 新　職　名 氏       名 旧　課  名 旧　職  名

1 長 寿 福 祉 課 長 永 山 　 則 幸
議 会 事 務 局
監 査 委 員

議 会 事 務 局 長
監 査 書 記

2 長 寿 福 祉 特 命 参 事 酒 瀬 川 　 博 水 道 課 水 道 課 長
3 介 護 保 険 係 長 亀 田 　 明 子 住 民 税 務 課 国 保 住 民 税 係 長
4 主 査 磨 井 　 康 博 長 寿 福 祉 課 主 任
5 主 事 吉 元 　 萌 夏 新規採用

[ 健康増進課 ]　
NO 新　職　名 氏       名 旧　課  名 旧　職  名

1 健康増進課長補佐 桐 野 　 博 文 健 康 増 進 課
主 幹
兼子育て支援係長

2 子育て支援係長 川 口 　 真 一
農 業 委 員 会
事 務 局

管 理 調 整 係 長

3 主 査 大 山 　 千 華 総 務 課 主 査

4 主 任 永 野 　 友 紀 長 寿 福 祉 課 主 事
（姶良伊佐介護保険組合派遣）

5
主 事
（県後期高齢者医療広域連合派遣）

牧 野 田 　 大 騎 地 域 総 務 課

主 事
兼住民税務課吉松庁舎駐在
兼健康増進課吉松庁舎駐在
兼 会 計 課 吉 松 庁 舎 駐 在

6 主 事 補 金 丸 　 裕 宇 住 民 税 務 課 主 事 補
[ 産業振興課 ]
NO 新　職　名 氏       名 旧　課  名 旧　職  名

1 産 業 振 興 課 長 藤 垣 　 喜 広 産 業 振 興 課 監 理 官

2
産 業 振 興 課 長 補 佐
兼 農 政 係 長

荒 川 　 恵 産 業 振 興 課
農 村 振 興 係 長
兼 林 産 振 興 係 長

3
産業振興課長補佐
兼林産振興係長

植 林 　 能 央 産 業 振 興 課 ア ー ト の 森 係 長

4 産業振興課長補佐 福 寿 　 裕 臣 産 業 振 興 課
産 業 振 興 課 長 補 佐
兼 商 工 観 光 係 長

5 農 村 振 興 係 長 田 原 　 芳 人 産 業 振 興 課 主 査

6 商 工 観 光 係 長 岩 下 　 浩 也
教 育 委 員 会
教 育 総 務 課

学 校 給 食 係 長

7 主 査 橋 元 　 大 作 産 業 振 興 課
主 査
（吉松庁舎駐在）

8 主 任 田 中 　 祐 馬
総 務 課
選 挙 管 理 委 員 会

主 任
選挙管理委員会書記

9 主 任 肱 岡 　 直 樹 健 康 増 進 課 主 任

10
主 事
（県文化振興財団派遣）

赤 坂 　 卓 馬 産 業 振 興 課 主 事 補

[ 地域総務課 ]
NO 新　職　名 氏       名 旧　課  名 旧　職  名

1

地域総務課長補佐
兼住民税務課吉松庁舎駐在
兼健康増進課吉松庁舎駐在
兼 会 計 課 吉 松 庁 舎 駐 在

田 底 　 博 之 健 康 増 進 課 健康増進課長補佐

湧 水 町 職 員 異 動 表
[ 建設課 ]
NO 新　職　名 氏       名 旧　課  名 旧　職  名

1
治 山 林 道 係 長
兼 道 路 維 持 係 長
兼 農 村 整 備 係 長

徳 永 　 徹 郎 建 設 課
治 山 林 道 係 長
兼 道 路 維 持 係 長
兼 産 業 振 興 課

2 主 幹 永 山 　 智 彦 総 務 課 主 幹
3 主 査 宗 方 　 宏 明 建 設 課 主 任

[ まちづくり推進課 ]
NO 新　職　名 氏       名 旧　課  名 旧　職  名

1 都 市 計 画 係 長 大 倉 野 　 亮
ま ち づ く り
推 進 課

都 市 計 画 係 長
（栗野庁舎駐在）

2 主 任 丸 山 　 僚 太 まちづくり推進課 主 事
[ 教育委員会教育総務課 ]
NO 新　職　名 氏       名 旧　課  名 旧　職  名

1
主 幹
兼 教 育 施 設 係 長

山 口 　 博 仁
教 育 委 員 会
教 育 総 務 課

教 育 施 設 係 長

2 学 校 給 食 係 長 水 元 　 ひ ろ み
教 育 委 員 会
教 育 総 務 課

主 幹

3
主 幹
兼吉松幼稚園副園長
兼 主 任 教 諭

野 元 　 直 子 住 民 税 務 課 主 幹

4
主 幹
兼吉松幼稚園教諭

佐 土 原 　 ミ カ
教 育 委 員 会
教 育 総 務 課

吉 松 幼 稚 園 教 諭

5 主 任 田 中 　 律 子 再任用
[ 教育委員会生涯学習課 ]
NO 新　職　名 氏       名 旧　課  名 旧　職  名

1
生涯学習課長補佐
兼 文 化 振 興 係 長

藤 井 　 義 則
教 育 委 員 会
生 涯 学 習 課

主 幹
兼 文 化 振 興 係 長

2 主 任 児 玉 　 美 咲
教 育 委 員 会
生 涯 学 習 課

主 事

3 主 任 園 田 　 晃 之 介
教 育 委 員 会
生 涯 学 習 課

主 事 補

4 主 事 徳 永 　 博 元 まちづくり推進課 主 事
[ 議会事務局・監査委員 ]
NO 新　職　名 氏       名 旧　課  名 旧　職  名

1
議 会 事 務 局 長
監 査 書 記

當 房 　 伸 之
農 業 委 員 会
事 務 局

農業委員会事務局長

2
議会事務局長補佐
監 査 書 記

坂 口 　 徹
議 会 事 務 局
監 査 委 員

議 事 係 長
監 査 書 記

[ 農業委員会事務局 ]
NO 新　職　名 氏       名 旧　課  名 旧　職  名

1
農 業 委 員 会
事 務 局 長

竹 中 　 良 一 住 民 税 務 課
住民税務課長補佐
兼 環 境 衛 生 係 長

2 管 理 調 整 係 長 野 上 　 修 平
教 育 委 員 会
生 涯 学 習 課

施 設 係 長

3 主 任 比 良 　 政 志 再任用
[ 水道課 ]
NO 新　職　名 氏       名 旧　課  名 旧　職  名
1 水 道 課 長 三 堂 　 誠 一 郎 長 寿 福 祉 課 長 寿 福 祉 課 長

　ようこそ湧水町へ！
　　　　　よろしくお願いします。

　令和２年４月１日付けで町内の小・中学校に配属された教職
員の方々を紹介します。（昨年度に引き続き，同じ学校に勤務される
期限付職員等は除いてあります。）　　　　　　　　　　　　※敬称略

■栗野小学校　
校　　長　猿渡　司郎　（和泊町教育委員会）
教　　諭　古嶺　淨治　（姶良小学校）
教　　諭　榎　恭輔　　（新規採用）
教　　諭　米村　仁孝　（重富小学校）
教　　諭　大平　梨奈　（新規採用）
教　　諭　郷田　厚洋　（西陵小学校）
栄養教諭　土元　麻未　（求名小学校）
■轟小学校
教　　諭　久田　のぶ代（国分西小学校）
教　　諭　中畠　瑞希　（新規採用）
養護教諭　塚田　紀惠　（新規採用）
■幸田小学校
教　　頭　神馬場　好憲（寿北小学校）
事務職員　湯地　麻莉菜（新規採用）
■上場小学校
教　　頭　二木　綾子　（長浜小学校）
教　　諭　越牟田　直子（住吉小学校）
教　　諭　内倉　圭　　（新規採用）
事務主査　四元　孝典　（国分高等学校）

■吉松小学校
教　　諭　渕脇　佳子　（牛尾小学校）
教　　諭　桃木　幸将　（可愛小学校）
教　　諭　安樂　成穂　（新規採用）
■栗野中学校
校　　長　富田　好昭　（県教育庁義務教育課）
教　　諭　折田　尚樹　（西紫原中学校）
教　　諭　南　常一郎　（米ノ津中学校）
教　　諭　柿元　まどか（新規採用）
■吉松中学校
教　　頭　西　秀幸　　（開聞中学校）
教　　諭　髙田　文彦　（与論中学校）
教　　諭　堀之内　聡　（舞鶴中学校）
教　　諭　中島　眞　　（市来中学校）
事務主幹　鎌倉　良一　（三島小学校）
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5 月 4 日（月）
　霧島桜ヶ丘病院　　　78-3135
　さくらの杜薬局　　　78-8282
5 月 5 日（火）
　前田病院　　　　　　75-2047
5 月 6 日（水）
　林内科　　　　　　　72-1818
　サン調剤薬局　　　　72-1800

5 月 17 日（日）
　ひらしまクリニック　74-2800
　くるみ薬局　　　　　74-5869
5 月 24 日（日）
　春田医院　　　　　　76-0053
5 月 31 日（日）
　伊東内科クリニック　72-9088
　タイガー薬局　　　　64-6700

※都合により変更になる場合がありますので，ご連絡の上，受診してください。

日曜・祝日在宅医（薬局）（5 月）

3
月
2
日
（
月
）

・
議
会
定
例
会
本
会
議

3
月
３
日
（
火
）

・
鹿
児
島
刑
務
所
視
察
委
員

会
3
月
5
日
（
木
）

・
吉
松
土
地
改
良
区
総
代
会

3
月
9
日
（
月
）

・
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
定
例
会

3
月
10
日
（
火
）

・
議
会
定
例
会
本
会
議

（
一
般
質
問
）

3
月
12
日
（
木
）

・
栗
野
中
学
校
卒
業
式

3
月
13
日
（
金
）

・
総
合
戦
略
計
画
策
定
検
証

委
員
会

3
月
16
日
（
月
）

・
横
川
警
察
署
管
内
交
通
安

全
対
策
協
議
会
解
散
総
会

3
月
17
日
（
火
）

・
区
長
会

・
町
自
衛
隊
入
隊
者
壮
行
会

・
議
会
運
営
委
員
会

3
月
18
日
（
水
）

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
3
月
19
日
（
木
）

・
議
会
定
例
会
最
終
本
会
議

3
月
20
日
（
金
）

・
栗
野
工
業
高
校
跡
地
売
却

に
伴
う
惜
別
の
会

3
月
23
日
（
月
）

・
吉
松
幼
稚
園
卒
園
式

・
総
合
戦
略
計
画
策
定
委
員

会
3
月
24
日
（
火
）

・
吉
松
小
学
校
卒
業
式

・
鹿
児
島
刑
務
所
長
来
庁
対

応
3
月
25
日
（
水
）

・
西
下
勝
栗
楽
老
ク
ラ
ブ
総

会
・
町
消
防
団
幹
部
会

3
月
26
日
（
木
）

・
叙
勲
伝
達
（
前
田
義
幸
氏
）

・
姶
良
伊
佐
地
域
振
興
局
長

来
庁
対
応

・
町
林
業
振
興
推
進
協
議
会

3
月
27
日
（
金
）

・
町
土
地
開
発
公
社
理
事
会

町
長
動
静
　
　
　(

3
月
１
日
～
31
日)

　
（
新
生
児
） 　
　
（
保
護
者
）　　

 （
自
治
会
）

西に
し
む
ら村　

伊い
お
り織　
　
　

星
秀　
　
　

町

原は
ら　

み
い
の　
　
　

良
元　
　
　

支
区
外

田た
は
ら原　

寛か
ん
た大　
　
　

吉
比
人　
　

宮
前

（
令
和
2
年
３
月
届
出
分
）

（
令
和
２
年
３
月
届
出
分
）

（
令
和
２
年
３
月
届
出
分
）

（
平
成
30
年
３
月
届
出
分
）

お
め
で
た
　
　（
敬
称
略
）

　
（
故
人
）　　
　
（
亨
年
）　    （
自
治
会
）

三
堂　

勝
美　
　
　
　

88　
　
　

竹
中

瀬
口　

静
子　
　
　
　

70　
　
　

長
谷
下

古
町　

ケ
サ
ツ
ル　
　

99　
　
　

支
区
外

草
留　

充
一　
　
　
　

68　
　
　

柿
木

告
田　

進　
　
　
　
　

93　
　
　

牛
瀬
戸

今
園　

和
典　
　
　
　

64　
　
　

長
谷
中

山
口　

忠
人　
　
　
　

76　
　
　

長
谷
上

上
園　

勝　
　
　
　
　

86　
　
　

堤
郡

（
令
和
２
年
３
月
届
出
分
）

お
く
や
み
　
　（
敬
称
略
）

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
湧
水
町
社
会
福
祉
協
議
会

【
香
典
返
し
】

【
一
般
寄
附
】

日曜・祝日歯科救急診療
時間　午前９時から午後３時まで
場所　姶良地区歯科医師会館
　　　口腔保健センター
　　　　　　　（鹿児島空港近く）
TEL　０９９５−５８－４３８８
※受診の際は必ず保険証をご持参
　ください。

人口の動き
住民基本台帳による
※外国人を含む

　　　　　　　　　（前月比，前年同月比）

人口　  9,032人（ー 124人,ー 269人）

  男      4,212人（ ー 72人, ー 130人）

  女      4,820人（ ー 52人, ー139人）

世帯数  4,740戸（ ー 28戸,  ー 57戸）

　転入　　55人
　転出　 170人
　出生　　   4人
　死亡　　 13人

令和２年3月末現在

竹
田
栗
野
の
西
原
良
江
さ
ん
か
ら

（
忠
治
さ
ん
死
去
）

鶴
丸
の
宮
田
洋
子
さ
ん
か
ら

（
展
宏
さ
ん
死
去
）

陣
前
の　

留
秋
伸
さ
ん
か
ら

（
ヱ
ツ
さ
ん
死
去
）

上
村
の
上
村
カ
ツ
ヱ
さ
ん
か
ら

（
清
行
さ
ん
死
去
）

長
谷
中
の
今
園
ち
え
み
さ
ん
か
ら

（
和
典
さ
ん
死
去
）

矢
立
の
桑
畑
秀
樹
さ
ん
か
ら

（
惠
吉
さ
ん
死
去
）

竹
中
の
三
堂
ミ
チ
子
さ
ん
か
ら

（
勝
美
さ
ん
死
去
）

竹
田
栗
野
の
本
村
暢
子
さ
ん
か
ら

（
守
さ
ん
死
去
）

町
外
の
川
崎
英
明
さ
ん
か
ら

（
林
子
さ
ん
死
去
）

柿
木
の
草
留
郁
代
さ
ん
か
ら

（
充
一
さ
ん
死
去
）

Ｊ
Ａ
あ
い
ら
女
性
部

※
香
典
返
し
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
，
寄
付
受
付

日
で
掲
載
す
る
た
め
，
お
く
や
み
の
月
と
は
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
，ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
，
地
域
福
祉
向
上

の
た
め
，有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
町
外
に
て
届
を
提
出
さ
れ
た
方
で
お
く
や
み

欄
の
掲
載
が
必
要
な
方
は
住
民
税
務
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



日 月 火 水 木 金 土
4/19 4/20 4/21 4/22 4/23 4/24 4/25

母子健康手帳交付
（10：00～ 11：00）

子育て相談
（13：00～ 17：15）

休館日

休館日

資源ごみ収集
（北方・轟・幸田・米永
地区）

温泉健康相談
（13：00 ～ 16：00）

休館日 資源ごみ収集
（川東地区）

4/26 4/27 4/28 4/29 4/30 5/1 5/2
母子健康手帳交付
（10：00～ 11：00）

子育て相談
（13：00～ 17：15）

休館日

資源ごみ
（上場・老竹・長谷・東
中下場・西下場地区）

休館日 資源ごみ収集
（川西地区）

5/3 5/4 5/5 5/6 5/7 5/8 5/9
休館日 資源ごみ収集

（北方・轟・幸田・米永
地区）

こどもの日おは
なし会

休館日 資源ごみ収集
（川東地区）

5/10 5/11 5/12 5/13 5/14 5/15 5/16
母子健康手帳交付
（10：00～ 11：00）

子育て相談
（13：00～ 17：15）

休館日

資源ごみ収集
（上場・老竹・長谷・東
中下場・西下場地区）

温泉健康相談
（13：00 ～ 16：00）

母子相談
14:00 〜 14:15
※受付時間厳守

資源ごみ収集
（川西地区）

5/17 5/18 5/19 5/20 5/21 ５/22 5/23
母子健康手帳交付
（10：00～ 11：00）

子育て相談
（13：00～ 17：15）

休館日

資源ごみ収集
（北方・轟・幸田・米永
地区）

行政相談
（9：00 ～ 15：00）

行政相談
（9：00 ～ 15：00）

温泉健康相談
（13：00 ～ 16：00）

資源ごみ収集
（川東地区）

粗大ごみ収集
（川西地区）

…くりの図書館

吉保 …吉松保健センター

吉中公

吉中公

…吉松中央公民館

…いきいきセンターくりの郷

吉体 …吉松体育館

…いきいきセンターくりの郷町民ホール

栗保 …栗野保健センター

栗中公 …栗野中央公民館

※下記に書いてあるイベント情報の日程は変更する場合があります。

く り の 図 書 館 コ ー ナ ー

開館時間 午前10時〜午後6時（金曜日のみ午後7時まで）
【休館日】毎週月曜日・第 4 木曜日，

祝日（こどもの日，海の日，文化の日を除く），
年末年始，特別館内整理日

い き い き セ ン タ ー コ ー ナ ー 
温泉営業時間 午前 10 時～午後 9 時 45 分（最終受付は午後 9 時 15 分）
休 館 日 毎月第３月曜日（但し第 3 月曜日が祝日の場合は翌日）・元日

町民ホール
地区公民館活動紹介パネル展 ４月下旬
野鳥写真展 5月

栗保

栗保

栗保 栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保


